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: は し め に

福島県下で昭和50～52年に硬化病のうち,繭中でへい死

するものが多発し,繭質や収量の低下を来たす被害があっ

たが,こ の主たる病原は,多 くの昆虫類に寄生性のある糸

状菌の一種 Bらα",こ
た によるものであった。 地帯的には

阿武隈山系を中心とした県北の養蚕主要地帯に多く,病徴

としては,飼育期間中は殆んどへい死することなく, 卜穫

後族中または営繭中にへい死し自色硬化を呈し,作 られた

繭も大部分薄皮薦となった。

一方.夏秋期の桑害虫であるクワノメイガは,昭和53年 ,

54年晩秋蚕期に県北地帯の主要道路沿い, 河川敷桑目を

中心とし多発した。本虫は春蚕末期頃から第 1回幼虫の発

生がみられるがこの頃は未だ被害は少ない。しかし夏期に日

照量多く千ばつ気味の気象条件になると多発し,晩秋末期

の第 3回 目幼虫が最も被害が多くなる。被害葉は葉脈と表

皮だけを残して食害し,桑園は殆んど収穫皆無となること

もある。当場のある伊達郡梁川町で昭和 54年晩秋蚕期本虫

による桑園の被害をみると桑園面積540h3の うち30%以上

の被害をうけた桑園はその37%の約200haに も及んでいた。

晩秋期桑園に加害している本幼虫は,収穫した桑と一緒

に養蚕農家の蚕室に持ち込まれ,蚕座の周辺.土間などい

たるところに分散していた。本虫は幼虫態で越冬するが ,

昭和54年 11月 および昭和55年 4月 に越冬幼虫の多く生息し

ている‐農家において,糸状菌によって多数の本幼虫が寄

生をうけへぃ死してぃたのでその実態と本糸状菌の蚕への

病原性について調査した。

2調 査 方 法

(1)糸状菌によるクワノメイガヘい死状況調査

前述した梁りll町 と境を接している伊達郡霊山町泉原地区

S農家の蚕舎 (面積 :東西 18π ×南北 10■ , 180r)内 に

生息している本虫のへい死状況について調べた。同蚕舎は

南側入llから向かって西側と東側にそれぞれ蚕座が4つ (蚕

座の面積 72× 15π , 108″ 2段 )ずつあり, このうち西

側と東側の 2,3番 目の蚕座には周囲にコンクリート製の
プロック (寸法 タテ10",ヨ コ39“,高さ19")が敷かれ

その外の蚕座には巾1“程度の側板で区切られていた。

昭和54年 11月 10日 に東側蚕座のプロックの側面と土間

接地面におけるクワノメイガヘぃ死虫を調査し,昭和

55年 4月 19日 に全プロックおょび側板に生息している

本虫の生息状況を調査した。

12)蚕に対する病原性調査

昭和55年春蚕期糸状菌の寄生したクワノメイガを直

接蚕座に放置し蚕への羅病性があるかどうか調査した。

ポリ容器に4齢起蚕50頭を入れ,こ れに糸状菌によっ

てへい死したクフノメイガを3頭混入し,飼育,上族 ,

繭中期のIの罹病程度を調べた。 (蚕品種 :春月X宝

鐘,飼育温湿度 25～ 27C,75～ 85%,二連別 )

3 結果および考察

(1)糸状菌によるクフノメイガヘい死調査

1)昭和 54年 H月 のプロック面での本虫生息状況
は,プ ロックの接触部,隙間などに糸を吐いて薄い粗

繭を作り越冬し,多 いところでは1プ ロック当たり100

頭を越す幼虫がみられた。

2)こ れら幼虫の糸状菌によるへい死状況は,プ ロ

ックの部分により異なり,地上部にあたる側面,隙間

には全くみられなかったが,プ ロックの地際に接して

いる面には多数のへい死虫がみられ,多いところでは

全調査虫数の83%に も及んだ。

3)こ れらは,自色で綿状の糸状菌によって虫体全

面がおおわれていた。

4)昭和 55年 4月 19日 ,プロックのある蚕座毎のへ

い死虫数を調べたところ設置場所によってその発生割

合にかなりの差異が生じてぃた。

へい死虫割合を0,1～ 25%未満,25～ 50%未満 ,
50%以上に分けプロック毎に示した (図 1)。

5)図中東 1の北側プロックおょび東 2の南側プロ

ックにはへい死虫が最も多くみられた。しかし側板に

生息していた本虫はいずれの場所からも糸状菌による

へい死虫はみられなかった。

6)こ の農家では例年硬化病がみられる場所は,ブ
ロック東 1の Ml～ 10付近でプロック土際でのクフ′
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表 1 クフノメイガのプロック場所 (地際,側壁 )別へい死状況

調査プロック

(541110調 査 )
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メイガヘい死割合の多い場所と一致 していた。

12)蚕に対する病原性調査

1)4齢起蚕にへい死虫を混入したところ5齢 7日 目に

1%.族中30%,繭中 13%の硬化病蚕が出現した。

2)こ れをクワノメイガヘい死菌と比較したところ,死

虫菌糸の状態および培地上の性質など同一のもので糸状菌

の一種 B ια
“
υ
`7'α
うα9■α
“
αであった。

今回の調査では,プ ロック地際に生息 していたクワノメ

イガ幼虫にのみ3うα
'●
2α滋の寄生がみられたが,こ れは,

プロックを蚕座の周辺に数年間そのまま設置し,土間消毒

時にもこのプロックを片付けての実施をしなかったとのこ

とで,土間の接触面には多数の病菌が存在し土壌水分も菌

生存に好適条件を与えたものと思われる。またクフノメイ

ガヘぃ死割合の高いプロック地際に最も近い蚕座で蚕への

被害が多く,また本菌接種により蚕への病原性がみられた

ことから,伝染経路の一事例として蚕舎内土間,特にプロ

ック等によって土壌面と接触している蚕座等は,病菌によ

って汚染する機会が多いものと思われる。

4 ■  と  め

昨年晩秋蚕期にクワノメイガ越冬幼虫が多量に生息した

蚕舎において,プ ロック地際面に,多 くの野外昆虫を犯す

糸状菌の一種 B`α '■
α滋 の寄生による本虫のへい死が多

くみられ,こ れは蚕に対しても起病性が認められた。これ

らの事柄から,蚕舎内土間における本病菌の生存は明らか

で,こ れをとりまく飼育環境条件によっては,多量の罹病

蚕を生ずるおそれがあるので,土間消毒の徹底をよリー層

図る必要があると考えられる。
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注 調査プロックは図 1プ ロック東 1北側 1～ 10

図 : 蚕舎内プロック毎の B Oα
“'α“
寄生によるクワ′メイガ死虫状況

(55419調査 )


